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　論文研究業績集計表 
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松島加代子,大園恵梨子,道辻 徹,清水俊匡,塩田純也,渡邊 毅,今村圭文,金子賢一,小出優史,長谷敦子,南 貴子,高山隼人,永田

康浩,安武 亨,浜田久之：来る働き方改革の時代、研修医や指導医はどうあるべきか? 働き方改革について世代間ギャッ

プに葛藤する医学教育現場からの報告. 医学教育 53(Suppl.): 51, 2022.

大園恵梨子,本多由起子,古本朗嗣,泉川公一,安武 亨,永田康浩：医学生に対する感染防御教育を強化したプログラム導入

の影響. 医学教育 53(Suppl.): 167, 2022.

永田康浩,本多由起子,中尾理恵子,井口 茂：高齢者における居住環境と健康に関する研究. 日本公衆衛生学会総会抄録集

81回: 221, 2022.

本多由起子,前田隆浩,永田康浩：離島・へき地における産後ケアニーズの実態に関する横断研究. 日本公衆衛生学会総

会抄録集 81回: 210, 2022.

別冊「医学のあゆみ」オンラインによる医療者教育：永田康浩.  (81): 87-2022, 2022.

週刊 医学の歩み：永田康浩. 280 7(792): 798-2022, 2022.

2022

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

58.400

0

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

58.400 4.492

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b

学会

合計

2022

2022

欧文論文総数

0 15

A-c

0

29

論文数一覧

A-a A-b A-e SCI合計 B-a

永田康浩：食道癌に対するウイルス治療、ワクチン治療の最前線 食道がん術後補助ワクチン臨床試験の探索的研究か

ら得られた知見について. 日本食道学会学術集会プログラム・抄録集 76回: 58, 2022.

本多由起子,山田貴恵子,浦上明日香,明石理恵,久保琴絵,近藤照美,川上敏宏,前田隆浩,永田康浩：離島で子育てする母親の

メンタルヘルスと産後ケアニーズの関連. Journal of Epidemiology 32(Suppl.1): 145, 2022.

清水悠路,川尻真也,山梨啓友,木山昌彦,林田直美,永田康浩,前田隆浩：高齢男性におけるCD34陽性細胞数と身長低下の関

係. 日本衛生学雑誌 77(Suppl.): S220, 2022.

町野隆介,松本桂太郎,福本将之,小林慎一郎,虎島泰洋,永田康浩,江口 晋,永安 武：ローカル5G技術を用いた専門医による

若手外科医への遠隔手術サポートの試み. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

福本将之,井上啓爾,古賀洋一,北島正親,小林慎一朗,進 誠也,永田康浩,江口 晋：ローカル5G導入に向けた離島医療圏にお

ける腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術遠隔サポートの実証研究. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

野中文陽,川尻真也,延末謙一,永田康浩,前田隆浩,川上 純：専門医過疎の解決を目指す次世代の関節リウマチ専門遠隔医

療. ファルマシア 58(5): 440-444, 2022.

本林秀一朗,永田康浩,本多由起子,大園恵梨子,川尻真也,前田隆浩：コロナ禍における医学生の講義と実習に関する意識

調査. 日本プライマリ・ケア連合学会学術大会 13回: SS1, 2022.

B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会

合計 総計

2022 14 0 0 0 0 1314 13 0 2 0

教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.483 14.000 0.929 13.000

総計

0 0 0 0 0 0 0


